
イラン・イスラエル戦争の航空作戦



⚫ 期間： 2025年6月12日～24日（12日間）

⚫ 作戦目的：

イランの核兵器開発能力の排除

⚫ 作戦目標：

➢ 航空優勢の獲得（攻勢対航空）

⇒イランの警戒管制レーダー、航空作戦基地、SAM、指揮系統等に対する攻撃実施

⇒2024年4月、11月のイランのミサイル攻撃に対する報復攻撃で防空網を攻撃し破壊

➢ イランのミサイル等による報復攻撃への対処（IAMD）

⇒（攻勢的・IAMD）報復能力を排除するためのミサイル関連基地及び製造施設への航空攻撃

⇒（防勢的・IAMD）イスラエルに向けて発射されたミサイル及びドローンの迎撃

➢核開発関連施設の破壊

ウラン濃縮施設及び運搬手段である弾道ミサイル製造施設等の破壊

２ イスラエルのイラン攻撃（ライジング・ライオン作戦）



２ イスラエルのイラン攻撃（ライジング・ライオン作戦）

⚫ イスラエルの攻勢作戦（6月12日）

➢ イラン防空能力の破壊（航空優勢の獲得）

⚫ イラン軍指揮官

⚫ イラン軍防空システム

➢ イランの報復能力の破壊（攻勢的IAMD）

⚫ SSMシステム

➢ 核兵器開発能力の破壊

⚫ 核関連技術者

⚫ 核関連施設



⚫ イランの報復攻撃（6月13日～）

⇒イランはイスラエルを射程に収める中距離弾道ミサイル（MRBM）を約2000発～2500発保有

⇒6月13日には、約200発の飽和攻撃を実施（約30発の同時発射を短時間違実施）

⇒6月14日～15日にかけて、約30～40発の同時発射を数回実施

⇒6月16日以降は散発的な攻撃

⚫ 12日間で500発以上のMRBM攻撃

1千機以上のドローン攻撃を実施

２ イスラエルのイラン攻撃（ライジング・ライオン作戦）
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